
第３回「越前市の子どもの新たな活動環境構築に係る協議会」 

日 時：令和７年２月１７日（月） 

    １５：００～１７：００ 

会 場：越前市生涯学習センターe ホール 

 

 

 

【 次 第 】 

 

１ 報告事項 

（１）地域クラブ活動の運営方針について 

（２）第４回実務者会議について 

（３）アンケートの集計結果と「地域クラブ活動」の改善の方向性 

 

 

２ 協議事項 

（１）「地域スポーツ・文化芸術創造と部活動改革に関する実行会議の中間まとめ」 

をふまえて 

（２）越前市「地域クラブ活動」の令和７年度スケジュール 

（３）来年度以降の方向性と課題について 

 

 

３ その他 

 

 

４ 連絡事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



報告事項（１） 

「地域クラブ活動」の運営方針について（令和６年度） 

 

1. 指導の心がけ 

・生徒と積極的にコミュニケーションをとる（意識して声かけを多く行う）。 

・生徒に応じた寄り添う言葉かけ、指導・支援を行う。 

・できたときには、声や態度で認める。 

・指導内容を部活動でも生かせるよう、活動内容を工夫する。 

・練習のポイントを明確にし、生徒に伝える。 

・主となる指導者を決め、その方を中心に指導内容を会場ごとに決定する。指導者同士で、連絡

を取り合う。 

・生徒のレベルに合わせて、個に応じた指導を行う。 

 

2. 生徒の出欠の把握について 

・Forms で行う。参加者が市の HP に掲載している 2 次元コードを読み取り、原則、前日までに

入力する。当日変更がある場合は、再度入力してもらう。 

・出欠連絡用２次元コードについては、事前に紙媒体でも配布する。 

・保護者からのその他の連絡については、Forms にて備考欄に入力してもらう。 

・出席状況については、生徒が当日到着後、学校別の名簿用紙に、〇をつけて把握する。 

 

３． 生徒のケガなどの対応 

・本人からの申し出や状況を見て、ケガや体調不良がある場合には、活動を休止し、指導者の近

くで、休ませる。 

・活動に復帰しないことを原則とし、保護者への連絡を行う。（携帯番号の情報は、提供する） 

 ※ただし、個人情報については、ケガなどの緊急時以外には、使用しない。情報漏洩を発生させ

ない。 

・頭部の負傷、気分が悪い状態が継続するなどの場合は、迷わず救急搬送を行う。その場合、地

域クラブ活動総括コーディネーター（松澤）に連絡を入れる。 

・活動後にケガに気づいた場合は、保護者が Forms の備考欄に入力し、連絡する。その後の対

応は、市教委が行う。また、医療機関を受診した場合は、地域クラブ活動総括コーディネーター

（松澤）に連絡する。 

・熱中症対策として、必ず水分を持参するように連絡する。（HP の文書に掲載している。） 
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４． 会場の管理 

・１５分前には、会場を開錠する。（会場責任者は、当該の学校に関係する教員・指導者とする。）会

場責任者には、開錠・施錠と安全確認を含め、１回あたり１，０００円の謝礼を支払う。 

・当該の者がいない場合には、市教委から依頼された者、または、市教委が開閉を行う。 

会計等について（各団体で、事務担当者１名をおく・・市教委で依頼する） 

・委託事業のため、通帳を作成する。委託先の事務担当者にも、謝礼を支払う。 

・出席している指導者、会場責任者を記録しておく。 

・購入した際の領収書は、保存しておく。（宛名は、地域クラブ（〇〇）とする） 

 

５． 初回の活動について 

・出欠の記入と８００円（保険料）の集金を行う。（当日、市教委が回収する） 

  鉛筆の準備をお願いします。 

・学校別に集合させる。 

・生徒への初回説明（事前に担当者を決めてください。分担していただいてもかまいません。） 

  指導者の自己紹介 

  地域クラブの目的 

・練習や他の学校の生徒を見て、新たなことを吸収する場としてほしい。 

・練習内容のポイントを理解して、火曜日からの部活動に生かしてほしい。 

・意欲をもって、活動に取り組んでほしい。 

・調子が悪くなったり、ケガをしたりした場合には、すぐに申し出てほしい。 

・出欠は、Forms を前日までに入力する。 

・ケガがあったときは、出欠の Forms（備考）を活用して報告する。 

・今後の日程について連絡する。（特に活動場所と時間の確認） 

・今日の活動内容 

・活動後にケガについて、確認する。訴えがあった場合は、迎えに来る保護者に受診を勧める。 

 （松澤にも連絡をする。その後の対応は市教委） 

・指導者同士で、次回の活動内容を話し合い、欠席する場合は、連絡する。 
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報告事項（２） 

第４回実務者会議 （個別に随時実施） 

 

・参加者 各種目・分野コーディネーター、総括コーディネーター 

・連絡   活動計画の見直し 

      指導者同士の連絡調整 

 

・成果  各競技・各分野の受け皿として、地域クラブ活動が実施されている。 

      中学生と関わる地域の指導者が増えつつある。 

      Formsやホームページ活用による地域クラブ活動の運営が行われている。 

     

・現在の問題点 

      令和８年度以降の大会参加のあり方 

      屋外競技の冬季間の活動 

      事務負担の軽減・・アプリによって連絡調整が円滑に行われる。 
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報告事項（３） 

令和６年度「地域クラブ活動」 アンケート集計結果と改善の方向性について 

＜アンケート集計結果＞ 

アンケート回答状況 （R７.1 月実施） 

回答者数 ３２５人     「地域クラブ活動」参加者総数 ５８３人  回答率 ５５．７％ 

                                                                                  

生徒アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

保護者の送迎

88%

友達の保護者の

送迎

0.9%

徒歩や自転車

11%
その他

0.1%

【１】 活動場所までの移動手段

保護者の送迎 友達の保護者の送迎 徒歩や自転車 その他

とても楽しい、とても役

にたっている 40%

まあまあ楽しい、

まあまあ役に

立っている

51%

あまり楽しくない、

あまり役に立ってい

ない 7%

ほとんど楽しくない、ほ

とんど役に立っていない

2%

【２】 参加した感想
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日頃の部活動に生かすことができる

楽しく練習できる

専門的な指導を受けることができる

レベルにあった指導を受けることができる

できるようになったことがある

他の中学校の人と練習できることがよい

目標をもって練習している

指導者から、指導や支援の声をかけてもらえる

部活動と別の種目や分野に取り組むことができる

あてはまるものがない

【３】 【２】で楽しい、役に立っているを選んだ理由

＜複数回答＞

自分のレベルに

あっている

80%

自分のレベルより

難しい 9%

自分のレベルより簡単

である 11%

【５】 活動内容について

7

14

8

4

8

4

0 2 4 6 8 10 12 14 16

日頃の部活動に生かすことができない

楽しく練習できていない

自分のレベルにあっていない

できるようになったことがない

他の中学校と練習することが苦手である

あてはまるものがない

【４】 【２】で楽しくない、役に立たないを

選んだ理由＜複数回答＞
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【７】 【６】の「迷っている」や「参加しない」の理由＜自由記述＞ 

・休日を自由に使えないから（よく休めないため）。 

・自分のレベルに合っていないから。 

・クラブチームに入るため。 

   ・保護者の送迎が難しい。 

 

 

保護者アンケート 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【９】 【８】の「迷っている」や「参加しない」の理由＜自由記述＞ 

・勉強との両立が心配。 

   ・送迎が難しい。 

   ・本人の気持ち次第。 

   ・部活とあまり変わらない。 

   ・クラブチームに入るため。 

来年度も参加するつ

もりである

83%

来年度の参加につい

て、迷っている

10%

来年度の参加はしない

7%

【６】 来年度の参加について

来年度も参加するつ

もりである

84%

来年度の参加につい

て迷っている

13%
来年度は参加しない

3%

【８】来年度の参加について
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【９】 困っていることや改善してほしいこと＜自由記述＞ 

 

① 活動場所（送迎を含む）について 

・送迎が負担である。（１５名） 

・活動場所が遠いときがある、近い開催場所がよい。（５名） 

・活動が午前と午後が半々がよい。（２名） 

・活動を午前中にしてほしい。 

・協会の遠征や強化練習会と重なることがある。 

・会場が巡回でもよい。  

    

② 指導者について 

・新しい知識のある指導者に協力してもらえると良いと思う。    

・地域クラブを続けていくのであれば、指導者をもっと増やすべきと思う。  

・協会等の遠征と重なることがある。 

  

③ 「地域クラブ活動」の運営について 

・回数を増やしてほしい。（専門的なことが学べる。貴重な場である。） （９名） 

・開催日の確認や出欠の連絡を簡単にできるシステムがあるとありがたい。（７名） 

・レベルや目的に応じた指導ができるようにシステムを整えてほしい。（５名） 

・外の競技が、冬季は室内でできるとよい。（４名） 

・感染症が流行しているときは、中止でお願いしたい。（２名）  

・剣道は、月初めは、16 時からなのが、参加しにくい。（２名） 

・チームでの競技だと、指導者は戦術面の指導はやりにくいのかと思う。（２名） 

・友達が行かないと行きづらい面がある。（２名） 

・陸上のコーチが各種目にいるとよい。 

・他の学校の生徒と交流できるように配慮してほしい。  

・ホームページの更新が遅れることがあった。  

・地域クラブ活動で、チームをつくり、中体連に出場できるようにしてほしい。  

・コーチや所属している生徒の名簿がほしい。 

・強めの指導は必要ない。 

・熱中症の対策をお願いしたい。 

・交流するチームが多い方がよい。 

・終わりが遅いときがあった。 

・一人一人に合った指導や、競技が楽しくなるような声かけをしてもらえるとよい。 

・もう少し、厳しくてもよい。 

・美術のデッサンに講師を呼んでいただいたのが、よかった。 
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＜アンケートをふまえた今後の改善の方向性＞ 

 

・１０月からの回数は、月３回以上を目指す。 

・雨天時の会場も確保するため、日曜日の活動も実施する。 

・アプリの試験的な導入を実施する。 

・民間のクラブチームとの区別を図る。 

・「地域クラブ活動」の目標や意義を周知する。 

・活動場所を巡回にするか、固定にするかを検討する。 

・送迎については、他の課のシステムの活用も視野に入れる。 

・各種目や分野ごとの指導者の連絡会を実施する。 
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9

協議事項（１）
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協議事項（２） 

R７年度 越前市の子どもの新たな活動環境構築スケジュール 

 協議会・実務者会議 モデル事業 学校・中体連 

４月 

【第１回実務者連絡会】 

・謝金等の事務手続き 

・安全保険の加入 

・新たな分野（文芸・ロボコン）の地

域クラブ活動 

・地域クラブ活動前期の活動開始 

・兼職兼業届提出完了 

 

５月 
   

６月 
  ・地区夏季中学校体育大会 

・中体連秋季大会クラブ出場登録 

７月 

【第１回協議会】 

・前期活動の現状 

・吹奏楽の活動方法 

・R８年度以降の方針検討 

・大会参加のあり方について（保護

者や生徒の聞き取り） 

・後期の活動のあり方について 
・県夏季中学校体育大会 

８月 

【第２回実務者連絡会】 

・前期活動の課題 

・後期活動の方針 

・市主催指導者研修会 

・大会参加のあり方について（競技

ごとの協議） 

 

９月 

 ・後期地域クラブ活動に向けての

生徒・保護者説明会 

 

 

・地区秋季中学校体育大会 

１０月 

 ・後期地域クラブ活動開始 

（吹奏楽を含む） 
・県秋季中学校体育大会 

・中体連夏季大会クラブ出場登録 

１１月 

   

１２月 

【第３回実務者連絡会】 

・後期活動の状況 

・来年度に向けて 

 ・地域クラブと部活動についての

説明（新入生説明会） 

１月 
   

２月 

【第２回協議会】 

・今年度の活動報告 

・来年度に向けて 

・令和８年度以降の方針 

  

３月 
 ・来年度に向けての生徒・保護者説

明会 
・兼職兼業について文書配付 
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協議事項（３） 

来年度以降の方向性と課題について 

 ＜モデル期間３年間の目標＞ 

  令和５年度 一部の種目や分野をモデル種目として、「地域クラブ活動」を実施する。 

  令和６年度 吹奏楽以外の種目や分野に対象を拡大し、「地域クラブ活動」として、受け皿づく

りを整備する。 

  令和７年度 吹奏楽を含むすべての種目や分野で、「地域クラブ活動」を実施し、令和８年度か

ら土日の「地域クラブ活動」を行う環境を整備する。 

   

 

〇令和７年度の「地域クラブ活動」について、国や県、他市町の状況を見ながら、決定していく。 

令和７年度前期 ４月から月３回程度の活動（１年間継続） 

剣道、ソフトテニス、合唱、美術、陸上、文芸（※）、ロボコン（※） 

（※）生徒からの希望があれば開設 

令和７年度後期 １０月から月３回程度の活動 

軟式野球、サッカー、バスケットボール、バレーボール、卓球、  

バドミントン、吹奏楽（新） 

 

〇令和８年度以降の大会参加のあり方については、保護者・生徒の意向を確認しながら、市教委 

と学校で丁寧に検討していく。原則、令和８年度の休日は、地域クラブ活動に移行していく。 

 

      令和７年度前期 保護者や生徒の意向の確認 

                 剣道やソフトテニスをモデルとして、秋の大会以降のあり方を検討 

             後期 令和８年度の向けて、他の競技の大会のあり方を検討 

 

〇吹奏楽の地域クラブ活動は、各学校を拠点に活動する。 

 

〇屋外の活動については、令和７年度は、屋内での活動も視野に入れ、指導者の意向も踏まえ、

日曜日も活用することで、活動できるようにする。 

 

〇集金業務や出欠確認、計画の周知などにアプリを活用していく。 

      →令和７年度 試用期間として、運用を行う。 

      →令和８年度 使用料を払って、運用。（一人年額１，０００円程度の予定） 

 

〇来年度の協議会の課題 

令和８年度に向けて、休日の地域展開の完成をめざす。 

・地域クラブ活動と部活動の連携のあり方を整理する。 

・大会出場やレベル設定に、生徒や保護者の意向を反映する。 

・長距離送迎の方法の支援を含め、開催場所を検討する。 

・要支援等の家庭への支援を検討する。 
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